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１．はじめに
ここ数年、空前のスペインバル・ブームが続いて
いる。スペインバルにレストランを加えると、東京
近郊だけでもその数は実に₅₅₀軒以上になると言われ
ている１。スペインを訪れる日本人観光客も年々増
え続けている。₂₀₁₄年は、前年比₂3．₄％増の₄₇万５千
人がスペインを旅行した。₂₀₁₅年も、８月までの統
計ではあるが、前年に比べ3₁．₄％増加している２。昨
今、日本における中国人観光客の「爆買い」が話題
になっているが、スペインを訪れる日本人観光客は
１日平均3₁₁ユーロを消費しており、これは他国から
の観光客のおよそ３倍の額となっている３。まさに
「スペイン・ブーム」が日本で起こっているのであ
る。
バルbarはスペイン語でカウンターを意味する「バ

ラbarra」がその語源。少人数で立ち寄れるカウン
ターで安価に飲食できる大衆的な雰囲気が、₂₀₁₁年
の東日本大震災以降の自粛ムードの中でフランス料
理、イタリア料理に代わって人気を得た。これがブー

ムのきっかけである。さらにカウンターにずらりと
並ぶ「タパス」と「ピンチョ」もスペインバルの人
気を支えている。タパスと呼ばれる小皿料理はスペ
イン語の動詞tapar（覆う）が語源で、カウンターに
置かれた料理をワイングラスやコップで覆い、虫が
寄りつかないようにしたことがその起源とされる。
スペイン語で串を意味するピンチョpinchoは、文字
通り串に刺した料理に由来する。多彩なスペイン文
化と同様に、タパスとピンチョも豊かなスペインの
食材で作られ、その味覚だけでなく視覚的にもバル
を訪れる人たちを楽しませてくれる。
スペインバルのメニュー中では生ハム jamón４の人

気が特に高いが、スペイン人にとっても生ハムは欠
かせない食材である。₂₀₁₄年５月にスペイン農林水
産食料省によって報告されたデータによると、スペ
イン人１人あたり年間3．₅₆キロの生ハムを消費して
いる５。この数値は前年比－8．3％で、例年より少な
い数値ではあるが、ほぼ生ハムの原木１本を消費し
ていることになる。生ハムの他にも、スペインでは
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子豚の丸焼きcochinillo asado、イベリコ豚のほほ肉
carrillera ibérica、チョリーソchorizo、ブラッドソー
セージmorcillaなど、豚を使った料理はバリエーショ
ンに富む人気メニューであり、家庭の食卓に上るこ
とも多い。
ところで、なぜスペイン人は生ハムをはじめ豚を
多く消費するようになったのであろうか。小稿では、
スペイン文化の根底に流れる宗教的葛藤の考察を通
して、この問題について触れていく。まず、この宗
教的葛藤、さらには共存さえも可視的に実存したス
ペインの古都、コルドバの歴史から考察を始めるこ
ととしたい。

２． 西方の真珠　―コルドバにおける宗教的葛藤と
共存―

コルドバはスペイン南部アンダルシア州コルドバ
県の県都で、人口は3₂万８千人（₂₀₁₄年）６ほど。₁₉8₄
年にコルドバ歴史地区が世界文化遺産に登録されて
いる。コルドバの歴史は古く、紀元前₁₄世紀にロー
マ帝国属州ヒスパニア・バエティカの首都となった
頃にまで遡る。グアダルキビル川流域に広がるヒス
パニア・バエティカは金、銀、銅の鉱山資源に富み、
さらに穀物、オリーブ・オイル、ワインなどの産地
でもあった。豊かな経済力を背景にコルドバの街は
発展し、キウィタス・シネ・スッフラギオ（投票権
なしのローマ市民権）が与えられるに至った。大き
な紛争がなかったためローマ軍が駐留することもな
く、穏やかな雰囲気のもと、文化都市としての素養
も育まれていった。かくして修辞学者マルクス・ア
ンナエウス・セネカ（前₅₄頃－後3₉頃）、息子で皇帝
ネロの個人教師も務めた哲学者ルキウス・アンナエ
ウス・セネカ（前４頃－後₆₅）もこの地で生まれた。
その後、ローマ帝国の東西分裂、ゲルマン民族の
侵入による西ローマ帝国滅亡に歩調を合わせるかの
ように、コルドバは政治的な流れに巻き込まれてい
くことになる。₄₁₅年、ワリア王（？－₄₁8）がトロ
サ（トゥルーズ）に西ゴート王国を建国しイベリア
半島に侵攻すると、₄₁8年コルドバはその支配下に置
かれた。₅₅₂年から₆₂₄年までの間、東ローマ帝国に
支配されるものの、その後再び西ゴート王国のもと
に下った。₇₁₁年、₇₀₀₀人のベルベル人を率いたウマ
イヤ朝のターリク・ブン・ジヤード（？－₇₂₀）７が
北アフリカからイベリア半島に侵攻し、グアダレー
テの戦いで西ゴート軍を撃破した。ロドリゴ王（？
－₇₁₁）も戦死し、西ゴート王国は滅亡する。続く７
年ほどでイベリア半島はほぼイスラーム教徒によっ

て制圧され、キリスト教世界であったイベリア半島
は、その後８世紀間の永きにわたってイスラーム教
世界と直接的に接することとなり、アル・アンダル
スal-Ándalusと称されるようになった８。
しかしアル・アンダルスでは、ムスリム間の部族
抗争が絶えず、情勢は必ずしも安定したものではな
かった。そして₇₅₀年には、アッバース革命によって
ウマイヤ朝自体が滅亡した。政治的に混乱したこの
状況を巧みに利用したのが、ウマイヤ朝の生き残り
であるアブド・アッラフマーン（₇3₁－₇88）だった。
彼はウマイヤ朝第₁₀代カリフ、ヒシャーム・イブン・
アブドゥルマリク（₆₉₁－₇₄3）の孫であり、ベルベ
ル人の血を母方から受け継いでいた。イラク、シリ
アを経てモロッコに至る５年間の逃走生活の後、戦
闘能力に長けたベルベル人とウマイヤ朝の旧臣下、
解放奴隷たちの協力を得て、₇₅₅年アブド・アッラフ
マーンはイベリア半島に渡った。翌₇₅₆年、ムサラの
戦いでユースフ・イブン・ブフトを退け、コルドバ
にウマイヤ朝を再興、アブド・アッラフマーン１世
となった。彼はアッバース朝のカリフを認めなかっ
たが、イスラーム世界での混乱を避けるため、アル・
アンダルスの総督としてアミールを名乗るにとどめ
た。
政権を安定させるためにはあらゆる策略、弾圧を
厭わなかったアブド・アッラフマーン１世は、一族
だけでなく対立していたアッバース朝第２代カリフ、
アル＝マンスール（₇₁₂－₇₇₅）からも「クライシュ
族の鷹」として恐れられた。冷酷さを人々に見せつ
けるその一方で、詩をしたため、学問を愛でる一面
もアブド・アッラフマーン１世は持ち合わせていた９。
もともとイスラーム世界では、とりわけ「シリア・
ヘレニズム」によって、すでに５世紀の頃からアリ
ストテレス、プラトン、ピタゴラスをはじめとする
ギリシアの哲学や科学の研究と翻訳が始まっており、
整った研究環境が存在していた₁₀。83₀年、天文台と
共にバグダードに創設された図書館「知恵の館　バ
イト・アル＝ヒクマ」において、いわゆる「大翻訳」
が行われるようになったのも、「学者のインクは殉教
者の血よりも尊い」というイスラーム世界の学問に
対する思想からすればごく自然のことであった。バ
グダードと対立するウマイヤ朝のアブド・アッラフ
マーン１世にも、この「知を希求するイスラームの
思想」は受け継がれていたのである。
アブド・アッラフマーン１世以降のアミールにも、

「知を希求する思想」は受け継がれていった。₉₂₉年
にカリフの称号を初めて名乗った第８代アミール、
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アブド・アッラフマーン３世（88₉－₉₆₁）は、東西
の学術文化融合を積極的に推進し、大学や医学、翻
訳技術学校がコルドバに設立された。続く第２代カ
リフ、ハカム２世（₉₁₄－₉₇₆）は「自らも余暇を哲
学、文献学、さらには自然科学の研究にささげてい
た。彼の豊富極まる蔵書は、ほとんどいずれの本に
も、著者の伝記の補足資料、言及されたことのない
作品、著者の師匠や追随者についてカリフ自ら書き
込みをしていることで有名になった」₁₁ほどであった。
ハカム２世は大規模な図書館を建設し、活版印刷機
がまだ存在しない₁₀世紀に、₄₀万冊を超える書物を
蔵するに到った。これには、先に述べたイスラーム
世界で体系的に翻訳された書物を積極的に輸入した
第４代アミール、アブド・アッラフマーン２世（₇₉₀
－8₅₂）の文化政策も影響している。最終的にコルド
バの街には、₇₀にも及ぶ図書館と₁₇の研究機関が存
するようになった。
ゲルマン民族大移動に端を発する西ローマ帝国崩
壊までの４世紀から５世紀ヨーロッパ混乱期に、ギ
リシア、ローマ時代の貴重な古典作品の多くが紛失
し、分散した。中世ヨーロッパ世界におけるキリス
ト教精神文化の形成に大きな影響を与えたアリスト
テレスやプラトン、さらに科学の発展に不可欠であっ
たプトレマイオスなどの著作もその中に含まれてい
た。この結果、アリストテレス哲学の研究自体も停
滞することになる₁₂。繰り返しになるが、イスラー
ム哲学の発展はギリシア哲学の翻訳文献から始まっ
ており、₁₀世紀までに多くの作品がアラビア語に翻
訳されていた₁3。そしてアラビア語に翻訳されたこ
れらの古典作品が、コルドバの図書館が誇る₄₀万冊
の蔵書の中に収蔵されていたのである。これらの翻
訳本とイスラーム世界で発展してきた神学、哲学、
法学、数学、天文学、医学、芸術、建築、占星術、
錬金術、潅漑技術など、幅広く豊かな知を求めて、
ヨーロッパ・キリスト教世界各地から多数の研究者
たちがイスラーム文化の華、コルドバを訪れた。彼
らはコルドバで翻訳技術を学び、それまで目にする
ことが出来なかった多くの古典作品を読解し、古典
の知と最新の科学技術を持ち帰った。この「新旧の
知」は時を経て熟成され、やがてルネサンスとして
華を咲かせることになるのである。コルドバをヨー
ロッパ文化揺籃の地として見なす所以がここにある。
これまで触れたように、バクダードやコルドバな
ど、主要なイスラーム世界の都市は古くから東西文
化の交流が盛んであり、融合タイプの文化が根付き
やすかった。コルドバでは、キリスト教徒や西ゴー

ト王国支配下では迫害されていたユダヤ教徒もジズ
ヤ（人頭税）を支払うことで改宗することなく居住
でき、当初イスラーム教徒はむしろ少数派であった。
しかしながら高い水準を誇ったコルドバのイスラー
ム文化にキリスト教徒、ユダヤ教徒は次第に同化し
ていった。モサラベMozárabeと呼ばれるようになっ
たキリスト教徒は、アラビア語を日常生活において
使用し始めるようになり、アラビア語に訳された聖
書も出版された₁₄。モサラベがイベリア半島北部の
キリスト教支配地区に移住することによって、イス
ラーム化が更に進んでいった。一方、イスラーム教
徒の世界においても、キリスト教の祭が催されたり、
日曜日を役所の休日にするなど、キリスト教文化の
影響が現れていた₁₅。
ユダヤ教徒も啓典の民としての生活を送ることが
できた。今日でもコルドバの旧ユダヤ人居住地区に
は、₁3₁₅年に建てられたシナゴーグが残っている。
このシナゴーグはスペインに現存する３つのシナゴー
グのうちの１つで、アンダルシアに残る唯一のもの
である。旧ユダヤ人居住区の入り口であるアルモド
バル門には、かの哲学者セネカの像が立っている。
しかしながらイスラーム教徒、キリスト教徒、ユ
ダヤ教徒の間に軋轢がまったくなかったわけではな
い。９世紀半ばのコルドバでは、ユダヤ教に改宗し
た元キリスト教徒が、キリスト教徒やイスラーム教
徒に改宗を要求する運動を行ったり、あるいはイス
ラーム教に抗議するキリスト教徒の殉教運動が広がっ
たりもした₁₆。
コルドバにおけるキリスト教とイスラーム教の葛
藤と共存を可視的実存として体現しているのは、ア
ブド・アッラフマーン１世が8₅₆年に建立し始めたモ
スク、メスキータMezquitaであろう。この地には、
もともと西ゴート王国時代の５世紀から６世紀に建
てられたキリスト教のサン・ビセンテ教会があった。
これを買い取ることで、モスクの建築が始まったの
である。₂₀₀年間に３度の拡張工事が行われ、２万５千
人が礼拝できる規模となった。₁₀3₁年、後ウマイヤ
朝が滅亡し、₁₂3₆年にはカスティーリャ王国の聖王
フェルナンド３世（₁₂₀₁－₁₂₅₂）がコルドバを奪還
すると、メスキータはカトリック教会として転用さ
れるようになった。その後、カルロス１世（₁₅₀₀－
₁₅₅8）が₁₅₂3年に内部の改築を許可すると、ゴシッ
ク様式とルネサンス様式の折衷からなる礼拝堂が建
立された₁₇。モスクの外観を保ちながら、内部には
メッカの方向を示すミフラーブとカトリック礼拝堂
が共存し、イスラームのアーチの上に聖母マリア像
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が置かれる不思議な空間が存在するようになった。
今日では「コルドバの聖マリア大聖堂」がその名称
で、カトリック教会の司教座聖堂となっている。キ
リスト教徒、ユダヤ教徒の居住地区とイスラーム教
徒の居住地区がひとつの街に存在した異文化コミュ
ニティ、コルドバ。３つの宗教文化が微妙なバラン
スを保ちながら葛藤と共存したことによって、ヨー
ロッパでも最も豊かな知の文化が育くまれ₁8、「西方
の真珠」と称えられる都市となったのである。

３．良きキリスト者と生ハム
₁₀3₁年に後ウマイヤ朝が滅亡すると、アル・アン
ダルスの弱体化が始まる。先に述べたようにフェル
ナンド３世がコルドバを₁₂3₆年に、続きセビリアを
₁₂₄8年に奪還した。そして₁₄₉₂年１月２日、カトリッ
ク両王、カスティーリャ女王イサベル１世（₁₄₅₁－

₁₅₀₄）とアラゴン王フェルナンド２世（₁₄₅₂－₁₅₁₆）
によってナスル朝グラナダ王国が陥落し、実に8₀₀年
近くに及んだキリスト教徒による国土回復運動が完
了した。
同年３月3₁日、両王はユダヤ人追放令を発した。
この追放令は、ユダヤ人に対して４ヶ月以内にキリ
スト教に改宗するか国外追放かを迫ったものである。
スペインにおけるユダヤ人の最も古い伝来資料は、
紀元１－２世紀のものとされ、ディアスポラ以降の
早い段階でスペインにユダヤ人が渡ってきたことを
示している。西ゴート王国初期の５世紀までは、キ
リスト教徒との関係は比較的良好であり、キリスト
教とのシンクレティズム（習合現象）も見られた₂₀。
₅8₉年に西ゴート王国がカトリックに改宗すると、反
ユダヤ法が制定されるようになり、キリスト教徒と
の婚姻、商売取引が制限され、強制改宗を強いられ
るようになった。西ゴート帝国が滅亡した₇₁₁年以降
のイスラーム支配下ではユダヤ人との共存と葛藤の
両方が存在していたことは、先に述べた通りである。
₁₄₉₂年のユダヤ人追放令は、イベリア半島におい
てビジネス上の成功を収め、財政面だけでなく政治
面にも影響力を持っていたユダヤ人の国外追放は当
初念頭にはなく、キリスト教への真の改宗が目的で
あった。しかし裕福なユダヤ教徒やキリスト教への
改宗者が高位な公職や聖職に就いていたことに対す
る一般キリスト教徒の意識は別にあった。事実₁3₄8
年にペストが大流行した際には、ユダヤ人がその原
因とされ、₁3₉₁年にはセビリアで経済格差の問題か
ら大規模な反ユダヤ人運動が起きた。この反ユダヤ
人運動は、コルドバ、トレド、バレンシアにも広が
り、セビリアだけでもおよそ₄₀₀₀人のユダヤ人が殺
害された。この後も反ユダヤ人運動は続き、₂₅万人
ほどいたユダヤ教徒は、₁₄₉₂年までにその₁₅万人が
キリスト教に改宗したとされる一方で、₁₀万人近く
のユダヤ教徒がイベリア半島を後にした₂₁。
キリスト教に改宗したユダヤ教徒はコンベルソ

conversoと呼ばれたが、改宗を偽装した隠れユダヤ
教徒はマラーノmarrano（豚）と呼ばれ軽蔑された。
一方、国土回復運動の最中にイスラーム教からキリ
スト教に改宗した人たちはモリスコmoriscoと呼ばれ
た。このモリスコもマラーノと同じく隠れイスラー
ム教徒に対する軽蔑語へと変わり、犬と呼ばれるよ
うになった。₁₄₉₂年にグラナダ王国がカトリック両
王に降伏した時の条件は、イスラーム教徒の信仰、
財産、イスラーム法などの保持を認める実に寛大な
内容であった₂₂。しかしカトリック教会は、キリス

スキータ内部で隣接するモスクとキリスト教礼拝堂19

メスキータ内部にあるイスラームの
アーチの中のキリスト像
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ト教への改宗を望んでいた。改宗者が増えない状況
を憂慮したカトリック教会は、改宗を迫り、思想統
制を行うようになった。これに対しイスラーム教徒
は、₁₄₉₉年にグラナダで暴動を起こし、この動きは
他の地区にも広がった。この結果、先の寛大な降伏
条件は₁₅₀₁年に破棄され、改宗か追放のどちらかが
迫られた。その後もモリスコの反乱、彼らへの弾圧
が繰り返され、₁₆₀₉年フェリペ３世（₁₅₇8－₁₆₂₁）
がモリスコの強制追放を始めた。これにより₁₆₁₄年
までの５年間で、当時のスペインの人口の₁₀％に相
当する₅₀万人ものモリスコがスペインから追放され
ることになった₂3。
こうして後ウマイヤ朝のコルドバで育まれたイス
ラーム教、キリスト教、ユダヤ教の共存と葛藤によ
る多面的な文化は、キリスト教精神のみを純化させ
る文化へと転化していった。この純化の流れを加速
させたのは、₁₄₇8年カトリック両王によって設けら
れ、₁83₄年にイサベル２世によって廃止されるまで、
実に3₅₀年以上存在したスペイン異端審問制度
Inquisición españolaである。当初、この異端審問制度
はコンベルソの追放問題を対象としていたが、その
後モリスコ、プロテスタントも対象となっていった。
異端審問所による過酷な取り調べについては、政治
的に対立していたイギリスやプロテスタント諸国の
「黒い伝説　Leyenda negra」によるプロパガンダの側
面が強いものの、設置からおよそ₄₀年間のコンベル
ソに対する取り締まりは、火刑など厳しいものもあっ
た。また死後公訴される場合もあり、有罪となった
場合は、墓から取り出され遺骸火刑となった₂₄。改
宗者の家系であることで異端審問から公訴されるこ
とを恐れ、₁₇歳でパリに留学し、その後スペインに
戻ることなくベルギーのブリュージュで生涯を終え
た人文学者フアン・ルイス・ビーベス（₁₄₉₂－₁₅₄₀）
の母は、実に死後₂₁年後に遺骸火刑に処されたほど
である。
遺骸火刑までが執行された背景には、代々コンベ
ルソの血を引いていないキリスト教徒の血筋を「血
の純潔」として名誉なこととする風潮があった。事
実₁₅世紀以降、「血の純潔法Estatutos de limpieza de 
sangre」が存在することになり、公職に就く場合は、
事前に４世代まで遡った家系図の提出が義務となっ
た₂₅。
キリスト教精神のみを純化させる文化は、₁₆世紀
後半から₁₇世紀前半に「スペイン黄金世紀Siglo de 
Oro」として隆盛を極める。宗教改革とも重なるこ
の時期に、ルネサンスが１世紀ほど遅れてスペイン

に芽吹き始めた。この結果、中世キリスト教思想と
の連続を図ったスペイン独自のカトリック・ルネサ
ンスが展開されることとなり、理性より生の充足を
重んじるスペイン精神が生まれるのである。今日、
多くの人が惹かれる「スペインらしさ」の原点とも
いえるスペイン黄金世紀を創り上げた芸術家、作家、
宗教者の中には、コンベルソの血を引く人が多くい
ると歴史家アメリコ・カストロ（₁88₅－₁₉₇₂）は指
摘した。フアン・ルイス・ビーベスだけでなく、コ
ロンブス（₁₄₅₁－₁₅₀₆）、スペイン神秘思想の根幹を
成す聖女テレジア（₁₅₁8－₁₅8₂）や十字架の聖ヨハ
ネ（₁₅₄₂－₁₅₉₁）、国際法の生みの親であるフランシ
スコ・デ・ビトリア（₁₄8₆－₁₅₄₆）、さらにはミゲ
ル・デ・セルバンテス（₁₅₄₇－₁₆₁₆）もユダヤ系と
したのである₂₆。伝統的な道徳観、キリスト教精神
に満ち溢れた創作活動を行うことで異端審問所から
の疑いを逃れ、それがスペイン黄金世紀やスペイン・
カトリック・ルネサンスを創り出すことに繋がった
のである。
改宗者たちは創作活動だけではなく、日常生活に
おいても「良きキリスト者」としての姿を示す必要
があった。目撃証言はもちろんのこと、巷に流れる
噂までを証言として異端審問官が採用していたから
である。聖地への巡礼、教会への寄進などがその一
例であるが、他にもユダヤ系改宗者、さらにイスラー
ム系改宗者が共にアピールしたのは「食」であった。
それはユダヤ教徒がカシュルートによって、イスラー
ム教徒がハラムによって食することができない食材、
「豚を食する」ことであった。
「豚なら、その歩く姿まで食べられる」とスペイン
では言われる₂₇ほど、余すところとなく食せる豚は
古くから人々の食生活を支えてきた。その食の歴史
はフェニキアの時代まで遡ると言われ、食材として
使用されたと推定される₂₀₀₀年前の豚の足の化石も
存在するという₂8。
農耕文化の発展とともに定住型の生活が進むと、
豚の家畜化が盛んになる。この家畜化とともに豚の
生ハム作りが始まったとされる。豚は人の残飯、さ
らには通りに投げ捨てられていた生ゴミや排泄物ま
で食べる雑食であり、発育も早く生後６ヶ月から₁₀ヶ
月で食すことができたことから、他の家畜に比べて
飼育コストがかからず、その上街の清掃の役割まで
果たすという利点があった。さらに、当時は農耕作
業などの労役や搾乳にまず使われ、疲弊した後に食
されることが多かった牛と比べ、オレイン酸を豊富
に含む脂身の甘さなど、旨味においても優れていた。
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スペインではローマ時代から兵士の保存食として、
豚の生ハムが作られていた。このスペイン産生ハム
については紀元前２世紀頃から文献があり、肉質の
素晴らしさと生ハム作りに適したスペインの気候が
生ハム加工技術の発展に寄与したこと、その評判は
イベリア半島を超えてローマ帝国各地に響き渡って
いたことが記されている₂₉。
国土回復運動の後、「太陽の沈まぬ大スペイン帝国」

へと発展する礎を築いたカルロス１世は大食漢とし
ても知られ、イベリコ豚の産地であるスペイン南西
部エストレマドゥーラ州のモンタンチェスに離宮を
建て、イベリコ豚をこよなく愛した。生ハムを食す
ることは、祈り、十字を切るのと同じ霊験があり、
聖体を拝受しているような気分にさえなったという。
このカルロス１世に倣い、「良きキリスト者」となる
ため豚をさらに食するようになり、かくしてスペイ
ン人は世界でも有数の「豚食人種」となったのであ
る3₀。今日でもモンタンチェスは、ウエルバ県ハブ
ゴ、サラマンカ県ギフエロと並び、最高級の生ハム
産地として知られている。
こうして当初は高級食材であった生ハムが、スペ
インの一般家庭においても食されるようになり、「聖
なる食べ物」として普及するようになった。豚の足
であることがはっきりと認識できる生ハムを食する
ことは、改宗者にとって「良きキリスト者」を証明
する絶好の機会であった。「豚を食するのかどうか」
は単なる嗜好の問題ではなく、「正統なスペイン人か
どうか」、つまり「血の純潔を保つ先祖代々のキリス
ト教徒であるか」を問うものとなっていたのである。
当時のスペイン社会では「身分は下賤でも血の純潔
度は高いことがあり、貴族や騎士でも血の純潔さに
疑いが生じて肩身の狭い場合が少なくなかった。血
統の意識はそんな背景の中から肥大し、血の純潔性
を気にせずには暮らせないほどの脅迫観念にまでなっ
たのである。血の脅迫観念は生活習慣の全般に反映
され、人々は日常の暮らしの場でキリスト教徒らし
くふるまうのにやっきになった。（中略）世間は隣人
の血筋をモリスコと判断するのに、系図調査官の正
確な報告を待つ必要はなかった。その場合、決め手
は何か。そう見えるか、見えないか。巷間の噂も介
入」3₁した。
「食」は生活の基本であり、何をどの様に食するか
は、その人の在り方を示す最も良い方法のひとつで
ある。「聖なる食べ物」である豚を食することは、ま
さしく自己の存在に関わる根源的問題なのであった。

４．おわりに
小稿では、コルドバにおけるイスラーム教、ユダ
ヤ教、キリスト教の葛藤と共存の歴史が豊かな知の
世界を創り出し、その結果多面的なスペイン文化の
形成のみならずルネサンスの出現にも影響を与えた
ことについてまず考察した。続いて、後ウマイヤ朝
の崩壊により、この葛藤と共存のバランスが崩れ、
スペインはキリスト教精神の純化を図るようになっ
たことについて述べた。コルドバが繁栄していた頃
は、高度に発展したイスラーム教文化に対する憧れ
と敬意がキリスト教徒にはあった。これが蔑視と弾
圧へと変わったことで、「良きキリスト者」であるこ
とを見せる必要に迫られた改宗者の苦難、さらにそ
の証しとして、「豚を食する」ことの意義について述
べた。当時のスペイン社会におけるキリスト教的道
徳観を最もよく表現したひとりとされる作家フラン
シコ・デ・ケベード（₁₅8₀－₁₆₄₅）は、代表作『か
たり師　ドン・パブロスの物語（大悪党）』Historia 
del Buscón don Pablos（₁₆₂₆）で、「外で血統に関して
何やら言われたらしく、夕食のシチューには豚の脂
身を加えるようになりました」3₂と描いているが、世
間から「良きキリスト者」に思われようと「聖なる
食べ物」豚を慌てて食べる人々の姿が見てとれる。
₁₁月₁₁日の「聖マルティヌスの日」には、家人総
出で豚を屠殺し、生ハムを作るマタンサmatanzaの風
習がスペインには残っている。『かたり師　ドン・パ
ブロスの物語（大悪党）』にも『ドン・キホーテ』
（₁₆₁₅）の後編にも、マタンサのことが述べられてお
り、聖人の聖名祝日に豚を屠殺して生ハムを作るこ
とが、当時から大切な社会的風習であったことがわ
かる。
また、「聖マルティヌスの日」にちなんだ戒めの諺
も残っている。「A cada cerdo le llega su San Martínど
の豚にも聖マルティヌスの日が訪れる（安逸をむさ
ぼった者には、いずれ報いがある）」は、マタンサと
ともに豚と改宗者の歴史を今日まで伝えるものであ
る。
しかしながら「豚をめぐるキリスト教徒と異教徒
の軋轢」は、遠い歴史の話だけではない。₂₀₁₅年９
月、スペイン北東部アラゴン州の新聞『中世の伝令
官』Heraldo de Aragónに掲載されたとされる記事が
Facebook上で大きな波紋を呼んだ。記事によると、
イスラーム教徒の保護者が「学生食堂のメニューか
ら豚肉を排除してほしい」とアラゴン州サラゴサ市
市長に要望すると、市長は「豚を食することはスペ
インの文化であり、伝統である。排除することはで
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きない。スペインを移民先として選んだのならば、
このことを尊重し、スペインの文化に適合する生き
方を学ぶべきである」と一蹴した。しかしこの記事
はまったくの偽物であったことが判明した33。注目
すべきは、この投稿に対して非難とともに賛同の意
見が少なからずあったことである。今日でもスペイ
ン人は食に関して保守的で、伝統料理を好む傾向が
強い。依然として国民の₇₀％がキリスト教徒であり、
一年を通じてキリスト教の祝祭が国や地方を挙げて
行われ、それぞれの祝祭に伴う伝統的な食事や菓子
は若い世代も欠かすことなく食している。伝統的な
食にこだわるスペイン文化は、世代を超えて受け継
がれ、今後も大きく変わることはないであろう。
歴史は文化を象り、文化は食を育て、国民性を創
りあげる。スペインにおける「良きキリスト者」の
歴史を振り返ることは、まさに文化と食、そして理
性よりも生の充足を重んじるスペイン精神史を遡る
ことに他ならない。
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 http://www.europapress.es/turismo/mundo/noticia-turismo-

japones-espana-crece-3₁₄-ocho-primeros- meses-₂₀₁₅ 
₀₉₂3₁₁₀₉₁₆.html

３ 同掲資料
４ 生ハムは材料となる豚の種類によって二種類に大
別される。主としてイベリア半島の中部から南西
部にかけて飼育されているイベリア半島原産の黒
豚で作られるハモン・イベリコ jamón ibéricoと北
欧原産の改良種白豚で作られるハモン・セラーノ
jamón serranoに大別される。Serranoはスペイン語
で「山岳の」を意味し、₁₉8₀年代までは生ハムの
総称としてハモン・セラーノという名称が広く使
用されていた。その後、イベリコ豚で作られた生
ハムとの差別化が図られ、ハモン・イベリコとハ
モン・セラーノの区別が今日定着している。イベ
リコ豚は、pata negra（黒い肢）とも呼ばれ、蹄も

黒い。ただし₁₀₀％純血のイベリコ豚は稀で、多く
のイベリコ豚は混血である。イベリコ豚と称する
には、母豚が純血のイベリコ豚であることが必須
で、父豚の種類によって₁₀₀％純血の他に、₇₅％、
₅₀％の純血率の豚までがイベリコ豚として法律で
認定されている。

 柴田書店編、『スペインバルブック』、pp.₅₂-₅3.
 尚、ハモン jamónは豚の後肢を使って作ったもの
であるが、前肢を使ったものはパレタpaletaと呼
ばれ区別される。前肢は後肢より細く、重量も少
ない。また肉質も異なり、旨味に影響する脂身も
少なく、ハモンより値段が安い。またハモン・イ
ベリコの方が、一般的に、ハモン・セラーノより
も値段は高い。

 生ハムは塩漬けした後、自然の状態の湿度、温度、
北風によって熟成させる。ハモンは最低3₀ヶ月か
ら3₆ヶ月、パレタは₁₀ヶ月から₁₆ヶ月の間熟成さ
せる。尚、豚自体は₁₆ヶ月から₁8ヶ月で処理され
るので、出荷まで最長４年半ほどの期間を要する。

５ Informe del Consumo de Alimentación en España ₂₀₁₄, 
p.₅₂. （₂₀₁₅年５月）

 http://www.magrama.gob.es/es/alimentación/temas/
consumo-y-comercializacion-y-distribucion- alimentaria/
informeconsumoalimentacion₂₀₁₄_tcm₇-38₂₁₄8.pdf

６ Instituto Nacional de Estadística, “Población por capitales 
de provincia y sexo” （₂₀₁₅年１月１日）

 http://www.ine.es/jaxiT3/Datos.htm?t=₂₉₁₁
７ ターリク自身もベルベル人であり、本名はジャバ
ル・ターリク。山を意味するジャバルが「ジブラ
ルタル」の由来となった。

 W.M.ワット（黒田壽郎、柏木英彦訳）、『イスラー
ム・スペイン史』、p.₁₆.

８ アル・アンダルスとは、₇₁₁年からキリスト教徒に
よる国土回復運動Reconquistaが完了する₁₄₉₂年ま
での間、イスラーム教徒によって支配されたアン
ダルシア地方を主としたイベリア半島を指す。そ
の語源については、北アフリカのヴァンダル族に
由来するVandalicia（ヴァンダル族の土地）が訛っ
たとする説やゴート語のLanda-hlauts（くじによっ
て分配された土地）から来たとする説など諸説あ
る。

 同掲書、pp.₂₀-₂₁.
９ 角田哲康、「コルドバ」、pp.₁₆-₁₇.
₁₀ 伊藤俊太郎、『十二世紀ルネサンス』、pp.₁₂₆-₁3₇.
₁₁ シドファル（谷口　勇訳）、『アンダルシア文学史』、

p.₂3.
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₁₂ その後のアリストテレス研究については、コルド
バ生まれのイスラーム教徒の哲学者とユダヤ教徒
の哲学者が大きな功績を成した。アヴェロエス（イ
ブン・ルシュド）（₁₁₂₆－₁₁₉8）はアリストテレス
哲学の注釈書を著し、中世ヨーロッパのスコラ哲
学に大きな影響を与えた。さらにマイモニデス（ラ
ビ・モーシュ・ベン・マイモン）（₁₁3₅－₁₂3₄）も
アリステレス哲学とユダヤ教神学の統合のための
合理的解釈に取り組んだ。

₁3 松本　耿郎、「中世のプラトニズム―イスラーム思
想と新プラトン思想―」、pp.8₅-8₆.

₁₄ 樺山紘一、『地中海　―人と街の肖像』、p.₁₁₇.
₁₅ 余部福三、『アラブとしてのスペイン』、p.₆₉.
₁₆ 同掲書、pp.₆₉-₇₂.
₁₇ 現場を見ずに改築許可を与えたカルロス１世が、
後にメスキータを訪れた際に「あなたたちはこの
世に唯一のものを破壊し、どこにでもあるものを
その場所に作ってしまった　Habéis destruido lo que 
era único en el mundo, y habéis puesto en su lugar lo que 
se puede ver en todas partes」と嘆いた逸話が残って
いる。

 eutopia, “La Mezquita de Córdoba y sus memorias”, 
（₂₀₁₄年６月₁8日）

 http://eutopiamagazine.eu/es/miguel-anxo-murado/

columns/mosque-cordoba-and-its-various-memories
₁8 樺山紘一、前掲書、p.₁₁₇.
₁₉ 掲載写真は、筆者がスペインにて撮影したもので
ある。

₂₀ 関哲行、『スペインのユダヤ人』、pp.₉-₁₄.
₂₁ 同掲書、pp.₅3-₅₇.
₂₂ 余部福三、前掲書、pp.33₆-33₇.
₂3 同掲書、p.33₉.
₂₄ 関　哲行、前掲書、pp.₆3-₆₆.
₂₅ 堀江洋文、「スペイン異端審問制度の史的展開と司
法権の時代的・地域的特質」、p.₁₂.

₂₆ 角田哲康、「地中に花咲く都、コルドバ」、pp.₂8-₂₉.
₂₇ 渡辺万里、「スペインの食文化」、p.₆₆.
₂8 La guía del jamón, “Historia del jamón”
 http://www.guia-jamon.com/historia-del-jamon
₂₉ José Bello Gutiéttez, Jamón Curado Aspectos científicos 

y tecnológicos, No.₄₁₀₆/₇3₇₁ (Libro electrónico)
3₀ 荻内勝之、『ドン・キホーテの食卓』、pp.₉₂-₉3.
3₁ 同掲書、pp.₉₄-₉₅.
3₂ ケベード（桑名一博訳）、「大悪党」、p.₁8.
33 El País, “El vijejo bulo de los alcaldes y la carne de cerdo 

en los comedores” （₂₀₁₅年９月₂₉日）
 http://verne.elpais.com/verne/₂₀₁₅/₀₉/₂₉/articulo/ 
₁₄₄3₅₁₆₅₉₀_₇₆8₀₁3.html


